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研究成果の概要（和文）：研究１年目は、気づきを促す英語発音アプリの開発のために小学校教員を対象にアプ
リ搭載内容に関するアンケートを実施した。２年目は，システム開発業者と実際にアプリの開発を行い、試験的
に小学校で指導ツールとして活用してもらいながら，システムの改善を行った。２年目後半からは小学校の外国
語活動や外国語の授業の帯活動などで活用してもらい，子どもたちの発音の伸びや語彙の定着などについて調査
を進め，学会発表および論文発表し、本アプリの教育的価値についてまとめた。発音に対する気づき，そして，
発音学習意欲は高まり，成人学習者でも難しい音の聞き取りや産出ができるようになったことは大きな成果であ
る。

研究成果の概要（英文）：In the first year of the study, we administered a questionnaire to 
elementary school teachers on the contents of an application to develop an app that promotes 
noticing English pronunciation. In the second year of the study, we developed the app with a system 
developer and improved the system while it was employed as a trial instructional tool in an 
elementary school. In the latter half of the second year, it was used as an elementary school 
Foreign Language Activity and as an auxiliary activity for foreign language lessons. We conducted a 
survey to determine the improvement in students’ pronunciation and vocabulary acquisition. We also 
summarized the app’s educational value in academic conferences and paper presentations. The results
 were significant and included an increased noticing of pronunciation and desire to learn 
pronunciation. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
小学校の英語教育における教材，とりわけ，英語発音に関するものは乏しく，若いほど指導の効果が高いと言わ
れている時期にある小学生に対して体系的な発音指導ができていない。本研究で開発したタブレット版英語発音
学習アプリは，子どもたち自身が活動したいときにログインして問題を解いていくという個別学習型のものであ
る（集団学習も可能である）。教員からの報告では，音声を模倣するために短時間でも集中しなければならず，
子どもたちには発音力だけでなく，学習全般に必要な集中力も育っているという報告も受けた。小学校における
英語発音指導のツールとして有益な学習アプリであることが明らかとなった。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

研究の背景として，（１）言語習得理論において「気づき」が習得をより促すという事実，（２）
英語発音・音声指導のアプローチが変わってきたこと，（３）文部科学省が教材のデジタル化を
提案していること，（４）気づきを促す英語発音・音声指導教材がないという英語教師からの声
がある。これらのことを踏まえて本研究は，コミュニケーション能力の育成を図る小・中・高・
大の英語発音・音声指導の教育支援の場で活用可能なタブレット端末型・スマートフォン対応
の「気づき」を促す英語発音学習アプリ（以下，「発音学習アプリ」）の開発及びその効果を検
証することを目的とした。本アプリの開発によって，教師が「教え込む」ことから，児童や生
徒に発音について「気づかせ，学ばせる」という指導への転換が可能となる。 
 
２．研究の目的 
 研究の目的は大きく２つある。一つは小学校教員の実際の声を反映させた教育現場で求めら
れている内容を踏まえた発音学習アプリの開発，もう一つは開発した発音学習アプリの学習意
欲や実際の発音産出力や聞き分け力に対する効果の検証である。 
 
３．研究の方法 
（1）発音学習アプリの開発 

研究者（開発者）側が英語音声学の理論を踏まえて一方的に開発したものが必ずしも教育現
場で求められているものとは限らない。教育現場の声を可能な限り反映させたデジタル発音学
習教材であることが授業や課外活動などを活用してもらえるための条件であると考えたため，
市場調査として，小学校教員の声を収集するところからスタートした。調査に快諾いただいた
小学校教員 99 名（主幹教諭，指導教諭，教諭，講師)および管理職８名（校長，副校長）の合
計 107 名に対して，「あなたが望むデジタル発音学習教材はどのようなものですか」という質
問を投げかけ，自由記述形式で回答をしていただいた。教員の回答の負担や円滑なデータ収集
を考慮して，アンケートは Google Form を活用した。 
 
（2）発音学習アプリの効果の検証 
 研究室で管理しているタブレットを貸与し，小学校５年生が自分の好きな時間に学習できる
ように環境を整えてもらった。日本語にない英語音，特に産出については何回その音を聞いて
もわからないため，授業の中で研究代表者が調音方法について明示的に指導した。例えば，/f/
の発音では口腔図を示しながら「上の歯が下唇に触れ，触れた状態のまま息を勢いよく前に出
してみよう」といったものである。ただし，児童一人一人の発音を授業中に評価することはせ
ず，発音学習アプリが評価してもらうように指導した。 
 
４．研究成果 
（1）発音学習アプリの開発研究の結果 

計量テキスト分析用ツール KH Coder で分析をするために，誤字や脱字，仮名漢字表記の
統一などの修正を内容が変わらないことを確認しながら行い，Excel ファイルで保存した。そ
のファイルを KH Coder で読み込み，共起ネットワーク図で表現したものが次の図1である。 

 

分析の結果，大きく４つのポイ
ントが明らかとなった。 
 

(1) 「日本語」，「音」，「違い」，
「興味」，「持つ」，「気づく」とい
ったワードから日本語と英語の
音 
(2) 「人」，「国」，「気づく」とい
ったワードから変種英語発音が
含まれている教材 
(3) 「チャンツ」「量」「少ない」
「種類」「難易度」といったワー
ドから練習量と子どもたちの学
習への興味関心，やる気の継続に
繋がる教材 
(4) 「アルファベット」，「フォニ
ックス」，「取り入れる」といった
ワードからフォニックス教材 

 

 
図１ 小学校教員の発音学習アプリに関する声 
 



個別学習を想定しているため，一人で発音の評価が得られるように音声認識機能を搭載する
こととした。搭載 OSについては，iOS，Android，Windows の OS で議論を重ねた結果，日本で
の iOS のシェア率は 68.6%，Android は 30.4%であったが，Android 5.0 以降システムそのも
のが改良されて安定してきたことやタブレットが安価であることから Android6.0 版の教材を
開発した。 

使用者にはあらかじめ
ログイン用 ID とパスワー
ドが与えられる。ID とパ
スワードについては，教員
側で自動生成できるよう
になっている。 
図２は，ログインした際

の画面である。小学校教員
のアンケート調査から得
られた結果をもとに，本ア
プリでは，「Minimal Pair 
で Go!」と「Bingo で Go!」
を搭載した（紙面の都合上，
本 報告 書で は Minimal 
Pair で Go!のみを紹介す
る）。 

       図２ ログイン後のメイン画面 
 

図２の左側に配置されている Minimal Pair で Go!をクリックすると，産出活動か聞き分け活
動かを選択する画面となる。下の図３は産出活動の画面の一部，図４が聞き分け活動の画面の
一部である。 

 

図３ 産出活動の画面           図４ 聞き分け活動の画面 
 
 産出活動，聞き分け活動いずれの活動においても，児童の学習意欲を継続させる工夫として，
連続で正解したらコインを獲得できるようになっている。図５が連続正解した時の画面で，図
６はコインが上から降ってくる様子の画面である。 

 
   図５ 連続正解したときの画面        図６ コインを獲得したときの画面 

 

（2）発音学習アプリの効果検証 
 一定の個別学習期間のあと，研究代表者と ALT で児童 10名のミニマルペアの聞き分けテスト
と産出テストを行った。その結果を示したものが図７である。成人学習者でも難しいとされる
ものを 10 対選び，児童一人一人に面接テストとして課した。fine と vine，train と drain に
ついては 10名全員が聞き分けも産出もできている。また聞き分けについては，Cと she, sick



と thick, first と fast, light と right, tree と three については 10名全員ができている。
産出については，win と wing, ear と yearの正確な産出が他のものに比べて若干下がるものの
半数の児童はできている。 
 

 

図７ ミニマルペアの聞き取りと産出の結果（y軸は正解の人数） 

 

 産出に関して児童からは以下のような感想が寄せられた（紙面の都合上，一部を掲載する）。
英語と日本語の音に違いに気づきながら，発音をがんばろうとしている様子が見られる。 
 

・私の発⾳をアプリが聞いて，正しいか間違いかを教えてくれるので楽しかった。結 
構間違っていた。でもコインがゲットできたのでよかった。 

・C と she の発⾳がなかなかできませんでした。⾃分だけ「しー」と⾔っているの 
がわかったし，何回アプリでやってもできない。でも先⽣と⼀緒に何回も練習した

  ら⾔えたのでとてもうれしかった。 
・fine の発⾳がきれいだと⾔われたので，もっとほめられるように発⾳をがんばり 
たい。 

・聞く⽅では何枚もコインをもらえるのに，話す⽅はなかなかもらえないのでくやし 
いです。でも（ALT の）先⽣から，良い発⾳になってきたよとほめられたのでうれ 
しかったです。 

・sick と thick の違いがむずかしかったけど，thick は⾆をだして発⾳すればいい  
と教えてくれたので，その通りにやってみたら，コインをもらうことができた。 

 
 以上のことから，本発音学習アプリが，児童の発音への興味関心，および，学習の意欲をか
き立て，実際に発音の聞き分け力や産出力に貢献したことが明らかになった。ただ，上述にも
記したとおり，日本語にない音を聞かせるだけでは，児童は正しい調音で発音ができない可能
性が高いため，小学生であっても（小学生だからこそ）調音方法の「明示的」な指導は不可欠
であり，実際にそれが可能であることを記しておきたい。 
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